
一宮市博物館所蔵の陣羽織に使用
されている金属糸の材質調査
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●

●キーワード：陣羽織(WOOlenJ"7bao",militarycampaigncoat),撚金糸(twistedgoldthread),
撚銀糸(twistedsilverthread),撚真鐡糸(twistedbrassthread),
撚錫糸(twistedtinthread),平金糸(flatgoldthread),平銀糸(flatsilverthread),
平真鐡糸(flatbrassthread),平錫糸(flattinthread),刺繍(embroidery),金欄(brocade)

そこで，本研究では愛知県にある一宮市博物館が所蔵

している陣羽織のうち，江戸時代の陣羽織３８領に用い

られている金属糸についてその構造と材質を調査し，陣

羽織に使用されている金属糸の特徴を明らかにすること

を目的とした。

●

１ はじめに

陣羽織は武士が合戦の時，具足の上に着用した外被で

ある。戦国時代の頃から用いられ，戦場において寒さや

雨露から身を守ることに加え，存在誇示や応接の際に威

厳を示すために，羅紗やビロードなどの新しい素材を使

用して南蛮的趣向が強く反映したデザインのものや，奇

抜ともいえるほどの自由な意匠のものも作られた。

江戸時代に入り戦乱が治まり天下泰平の世となると，

陣羽織は新たな武士の礼装として様式化され，実用的な

ものから儀礼的な服装に変化し，装飾的要素が強くなっ

た。陣羽織には金属糸で豪著な刺繍が施されたものや，

金欄・銀欄などを用いて豪華絢燗に彩られたものも多数

確認される。その後，幕末の動乱の中で再び実戦で着用

されることとなり，武装が洋式軍装（軍服）となる明治

時代初期まで継承された。

これまでの陣羽織に関する先行研究としては，服飾史

学的研究や，斎藤，福岡らによる陣羽織の法量，加飾技

法ゥ織物構造，繊維材質，染料同定，媒染剤同定がある

(2005,2006,2007)｡しかし，陣羽織に使用されている

金属糸の詳細な科学的調査は行われていない。筆者らは
こ'れまでに江戸時代の服飾品に使用される金属糸に関す

る自然科学的・服飾史学的研究(2012)を実施してきた。

2．陣羽織の形態

陣羽織の形態および各箇所の名称について図ｌに示し

た。形態は袖のないものやあるもの，丈にも長短があり，

丈の長いものは背縫いの腰から下が割れているものもあ

る。襟や裏生地には異国的な風俗の影響がみられる。陣

羽織の中には金属糸を用いて豪華な刺繍が施されたもの

や，金欄・銀欄を用いたものが多数確認される。金欄と

は，糯子などの地の緯糸に金色糸を使い文様を織り出し

た古来中国に起源を持つ伝統的な織物である。銀欄は緯

糸に銀色糸を用いている。

3．金属糸について

染織品に用いられる金属糸は大きく２種類に分けるこ

とができる。紙に金属箔を貼り付けて細いリボン状に裁

断して製作された平箔糸と，芯糸に平箔糸を螺旋状に巻

き付けた撚糸である。

'）名古屋大学宇宙地球環境研究所〒464-8602愛知県名古屋市千種区不老町

2）東京文化財研究所〒110-8713東京都台東区上野公園13-43
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Ｉ ６．凋査結果と考察

６．１マイクロスコープによる拡大観察について

企I瓜糸のマイクロスコープ像の一例について区'３に,｣く

した。企I萬糸はや試料１１９試料のうち､ﾄ箭糸が９１１試料，

撚糸は２８試料が兄|||された。
、|え荊糸についてマイクロスコープで観察した冊,li果，紙

のl1･liliに金色，銀色，または灰).l!!(n,1火褐色，雌茶色を
11lした金属箔をl1,lil､1-けたリボン状のl,'f造が確認され，こ

れら､|え荊糸を川いてさまざまな文様が衣現されて全#|I１１,

銀柵などを構成しているのが確I謝された。ただし,ri*:|･

X0.21-3の胸衿に川いられている金剛には紙の両mに金

屈鼎､iが貼られており，他の､F緕糸とは異なる構造が碓!漁

された｡１7i箔糸のIIIIIiをillll定した結果，肢も細い､|広州糸で

Xo.25-1の２００ﾒZnl,舷も太いものではNo.34-3で８５０

，αｍであった。

また太〃受の縁には金洲・銀柵lをl'l柱形の芯休に巻き

1,l･け，それを２,３本､itべて縫い1,1-けて縁処理として川

いているものも雌!栂された(IXIl)。

ａ :立衿 b : 胸衿C : 太刀受d : 前留め e : 腕あき
f : 衿 留め具 g : 背 面の紋 h : 背 割 i : 脇

ll'l呼l職の形態
Fo1･mol､w()()Icl]ノ加加o"(mililtll･)･campaigllc()fll)

lmxII
Fig.1

４．洲査資料および分析簡所

,1,'1沓涜料･は愛ｸ:llﾘ!↓にある一'内.'ljl'＃物節が所放す̅る|III(羽

織３８領とした。作!l,,',",制作年代などの詳；lllについて

衣ｌに示した。また，陣羽織の全体像と金属糸の分析筒

所につ（､て|X|２-l～２４に,｣《した。

５．調査方法

5.1マイクロスコープ°による拡大観察

金属糸の椛造を!;､ｆ細に観察することを目的に，マイク

ロスコープによる拡大観察をｲｊったｏ使用した機洲は可

搬ﾉﾄ1のデジタルマイクロスコープ（㈱キーエンス

VHX-l()0)である。２５～l751i'fの{i@f*か洲終''I能なズー

ムレンズを資料から約５０Ⅲmの位iifに,没潰し,|,ilill1l#'#射

方式による照Iﾘlで観察を行った。)IC源には色温度３1()OK

(肢大光堂I1#)のハロケンランフを使用した｡２00ノjl'l'i

*|:|I当のCCDイメージセンサを川いて画像の取り込み

を行い,JPEG形式での画像収ｲ!}をｲ『った･

圭鵠

■■■■

No.1９-１X０.１１-２

１･<１１k〃受の絲部ｸｰﾄ
F i g . l Theedgepo r t i ( ) I I o l . T ach i ukc5.2蛍光Ｘ線分析による組成分析

ド'|羽織に川いられている金I,刺糸に使われている金属蒲

の化学fll l戊を求めることをll的に，蛍光Ｘ線分析によ

る糸l1成分柵をｲｉった。分析は,洲介簡所から少11tサンプリ

ングをｲ｣:い，分析に供した。仙川した機器はエネルギー

分散型蛍)ICX線分析装置（セィコーィンスッルメンッ

㈱製SEA523())で，分析条{'|:は次の通りである。

この他，胸衿の縁や腕あきの緑，｜|肋や猟，および1'f',iill

部分の縁に布端の始末と装飾効果を服ねた覆輪を施して

いるものが多く樅‘漁された(IXI5)。

なお各試料の！;､僻lllな観察結果について表１に示した。
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Ko.１９-３ノ火娯色を呈した､ﾄ摘糸（､ﾄ錫糸)No.２１-２金色の撚糸(撚真鍼糸)No.３６１太刀受の縁取りの､|た捕糸（､ﾄ錫糸）

凶３金l瓜糸(撚糸および平箔糸)のマイクロスコープ像
Fig.３Micl･oscopeimagcs()fmctallhreads(twistedmctalth1℃adsand｢latmetalthreads)

弾性キャプションに!;u!|世した()内は蛍光Ｘ線分析後のI'､Fび満である。
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表ｌ調査資料の陣羽織とその調査結果
TablelCharacteristicsofmetalthreadsusedinwoolenノj"加o"investigated |’

發 悴 ｵ ． ７ ６ 〔 】 ’
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かれていたｃ

また，撚糸の巻きﾉﾉｰはﾉIに本的には３椰顛あり，⑩芯糸

が見えないように隙|H1なく､|輔i糸を撚り付けた「ﾒL撚り｣，

２，世糸が少し兄えるように|HI陥を|IMけて撚り1,1-けられた

｢蛇腹撚り」，〈３‘|え箔糸を芯糸にゆるく巻き付けた「羽衣

撚り」である。li'li羽織に川いられている撚糸は全２８jit

料確認されたが，そのうち丸撚りのものが１８,試料と多

く確認され,l,EI1幽撚りのものは９試料確認された。羽衣

撚りは碓認されなかったが,No.34-1の人ﾉj受部分の装

飾に川いられている撚糸は，銀色を呈した金属の薄い板

を細く政|折したものと淡褐色の糸lllいリボン状のものを砿

ねて,＆糸にＳ撚りに巻かれていた。巻き方は羽衣撚りを

少し変形させて芯糸に､|え摘糸をｲ《規則によじった形態で

巻かれており,lﾘlらかに他の撚糸とはh'4なる巻きﾉﾉであっ

た(IxI7)。

ﾛ
､』

肥胃ﾛ■■■則h

X o . ３ X o . ５

１列５"'l i術にll lいられている平摘糸
Fig .５TIK l . la t l ] -pCoI (h l℃ads l lscdfo l･FL lkuwa

((･dg()pl､()cGssing).

次に撚糸を観察した結果,IIIIi羽織の太刀受に鉗歯状あ

るいは菱状にめくゞらして装飾されたものや,fｆliliの家紋

の絲収りに川棚が施されたもの,No.1のようにliij身馴や

背llliに銀色糸を川いて1狗繍により龍文様などが人１１１に刺

繍された豪I'i,噌な|I'ﾄ羽織も確認された。撚糸の色は金色を

呈しているものや，銀色を'i!しているもの，あるいは1火

黒色を!!Lしているものが見られた｡No.35-3は1火蝋色の

金属補を貼り1,Iけて製作された撚糸と，銀色を呈した撚

糸の２肺類の金属糸が絡んで刺繍されていた（図６)｡

＝ - ̅ . ̅ - - - - ． - -

函

5 0 0 " m -

|･xI7X().34-l太ﾉj｣更部分の装飾
Fig.７Thedec()I-alionol.T{lchiukc(No.3-1-1)

6.2蛍光Ｘ線分析による組成分析について

|;!阿具l織に川いられている金1!珂糸についてエネルギー分

散型蛍光Ｘ線分析装ftによる糸ll成分析をｲｊった結果につ

いて表ｌに示した。

,mm-|
IXI6人ﾉJ受に装飾された金色糸(No.32-3)と家紋縁MXり部分の銀色

糸と1火ﾘ,｛色糸(Nu35-3)
Fig.６TIIclwistedgold-coIoredlhreaddcc()rated()11Tachiuk(、

all(11helwistedsill-crandgl･ayishblack-coI()I-cdlhⅨ､a(Ｉ
dcc()ralcdoncdgingofl.LII11ilK-cI･“1．

１金色の色調を呈している平箔糸について

X０.８,１４,１５,２５,２８,３２の11il衿や,No.９,２８,３１の

llil衿の縁に覆I鮒として川いられている金淵,No.７の人

ﾉj受の金淵,No.３４の'!/:衿の縁，およびNo.2,１２,３０の

喪生地に川いられている金欄に仙川されている金色の色

Ｉ淵を1ILした平〃i糸を分析した結果，主l戊分としてAu"

検出され，他にCu,FCリCaが微量ﾉ心莱として検川さ

れた｡Feは紙などのｲj機物部分のみから検II Iされてい

ることから金l瓜術に|||米しているとはぢえにくい｡Ca

も同様であるが検出されない試料もあり，そのIII!由につ

撚糸の太さ（直径）を測定した結果，最火でNo.l-3

のIII托か３.３mll１,妓小はNo.33-2で290"mであり，仲

羽織の刺洲祁位や図衲によってそれぞれ色や太さの述う

撚糸を仙い分けていた。また，撚糸を柵成している､|え摘

糸の'l'l,iは蚊人でNo.l-3で2.71111n,最小はNo.2-4,Xo.15-

ｌで530"111であり,IIII係の太い撚糸には'i'i,iの広い､|崎i､ｉ

糸が川いられている似|rijが兄られた。さらに，撚糸を柵

成している､|¥i4､i糸はNo.l-3だけが芯糸に対してＳ撚り

に巻かれていたが，それ以外の撚糸はすべてＺ撚りに巻
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いては現段階では不明である。以上のことから，金色の

色調を呈した平箔糸は紙に金を主成分とする金箔を貼り

付けて製作された平金糸であることが判明した。なお，

試料No.２１の胸衿に用いられている金欄の平箔糸には両

面に金箔が貼られていた。また,No.３の太刀受の縁に用

いられている金欄の平金糸からはAuとともに少量の

Pbが検出されたが，鉛の由来については不明である。
一方,No.３1の胸衿に用いられている金欄からは主成分

としてCuとZnが検出された。その結果，金箔ではな

く真鐡箔を使用して製作された平真鋪糸であることが判

明した。

明である。

今回調査した陣羽織には裏生地や胸衿，そして腕あき

部分や太刀受，立衿の縁処理用に銀欄を用いたものが全

３８資料中３３資料見られたが，その中でも約７割が平銀

糸ではなく平錫糸を使用していることが確認された。錫

箔は銀箔に比べると安価で変色しにくいとされるが，陣

羽織には銀箔の代用として錫箔が多用されていたことが

判明した。

③金色の色調を呈している撚糸について

NQ2,12 ,14 ,15 ,23 ,24 ,32 ,33 ,36 ,37 ,38の太

刀受の装飾，およびNo.2背面の矢文様部分，前身頃や前

留めの刺繍部分,No.28の胸衿の龍や前留めの刺繍部分，

背面の獅子の霞に用いられている金色の色調を呈してい

る撚糸について分析した結果，主にAuが主成分として

検出され，微量元素としてAg,Cu ,Fe ,Caが検出さ

れた｡Fe,Caは紙や芯糸といった有機物に由来する元

素であるため，金属箔に由来する元素とは考えにくい。

従って，金色を呈している撚糸は金を主成分として僅か

な銅と銀でできた金箔によって製作された撚金糸である

ことが判明した。
一方，試料NO21-2の陣羽織には胸衿に金色を呈した

撚糸を用いて花模様が刺繍されているが，この撚糸から

は主成分としてCuとZnが検出され，真鋪請で作られ

た撚真鐡糸であることが判明した。この真鐡箔は金箔の

代用として用いられたものと推察される。

②銀色および灰黒色，灰褐色焦茶色の色調を呈してい

る平箔糸について

No.9,23の胸衿や,No.2の胸衿の縁に用いられている

銀欄,No.8の裏生地,No.10,14の腕あきの縁,No.34

の立衿,No.4の太刀受の飾りボタン,およびNo.12,17,
３３，３７，３８の太刀受の縁には銀色を呈した平箔糸が確

認された。これらを分析した結果,Agが主成分として

検出され，微量元素としてCu,Fe,Ca,Sが検出され

たため，銀箔によって製作された平銀糸と判明した。試

料No.21-lの腕あきの縁に覆輪として用いられている銀

欄の平銀糸からは,AgとともにZnが検出されたが，

Znの由来に関しては不明である。

これに対し,No.3,4 ,16,17,19,20,24,27,29,

３４，３５，３７の胸衿や,No.4,5,10,11,14,16,21,2

‘“ﾖ8の裏生地およびNo.1,3,5,6,18,19,，α
２５，２９，３２，３３，３４，３８の腕あき部分の縁,No.10,ll,

13,19,23,27,29,36の太刀受の縁,No.13,17,19

の太刀受の銀欄,No.6 ,13,18,22,26の立衿の縁や

裏生地として用いられている金属糸は灰黒色や灰褐色，

焦茶色を呈しており，これらを分析した結果，主成分と

してSnが検出され，他にCu,Fe,Caが微量元素とし

て検出されたため，錫箔によって作られた平錫糸である

ごとが判明した。No.33-3は銀色の色調を呈していたが，

主成分としてSnが検出され，平錫糸であることが分かっ

た。ただし,No.3の腕あき部分の縁に覆輪として用いら

れている平錫糸は,Snの他にPbや僅かにZnも検出さ

れた。ここで検出されたPbとZnの由来については不

④銀色および灰黒色の色調を呈している撚糸について

No.lの龍文様部分やNo.4,11,20,36の太刀受の装飾，

No.34,35の背面家紋部分の縁取りに用いられている銀

色を呈した撚糸について分析した結果,Agが主成分と

して検出され，微量元素としてCu,Fe ,Ca ,Sが検出

されたoSは大気中に含まれる硫黄酸化物の影響により

銀箔が箔焼け（黒色化）を起こしているものと推察され

るｏこのことから，銀色を呈した撚糸は銀箔を紙の片面

に貼り付けて製作された撚銀糸と判明した。

試料No.35-3の背面家紋部分に用いられている金属糸

は２種類確認され，銀色の色調を呈している撚糸はAg

を主成分とする撚銀糸であるが，灰黒色の色調を呈して
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いる撚糸からはＴ主成分としてSnが検川され，催かに

CuとF(､を含んでいた。このことから,1火黒色の撚糸

は蜴摘をlllいて製作された撚錫糸であり,No.３５につい

ては撚釧糸と撚錫糸の２種舶の糸を組み合わせて刺繍が

施されていることが判|ﾘｌした。

真鋪摘で作られた､|え頁鋪糸，錫箔で作られた､|え錫糸など
の平締i糸と，撚金糸や撚呉鋪糸，撚銀糸，撚錫糸などの

撚糸が確認された。これまでlllifilj史の分野において,1't

箭糸に関しては､'た金糸，。F銀糸のみの分けﾉﾉ･であり，撚

糸に|%lしては撚金糸，撚銀糸のみの分け〃であった。し

かし，本研究により金色を呈した金屈糸の1'1には金箔だ

けでなく真鋪箔でできたものがあること、銀色や灰!‘'４色，

焦茶色を果した金属糸の中には銀捕ではなく錫搾iででき

たものが存ｲEするといった新たな知兇が見'||された。筆

者らはこれまでにi[戸時代の服飾品に使川されている金

属糸や祭礼III車飾稚の金属糸の,淵査を行ってきたが，銀

色を!ILしているものは殆どが銀箭によって製作された銀

糸であった。しかし,|IIli判織には錫荊で製作された錫糸

の仙川が血峨:であることも特徴的であった。

I1II"I>l織を椛成する各部位における金l禺糸の特徴を見て

みると（炎２)，、ﾄ箔糸は金剛，銀柵に使川され，撚糸

は主に刺繍に使われていた。l１１l衿には金側・銀棡が多川

されており，最も多くの金属糸の使川が確,窓された。金

属糸の橦麺も平金糸，、F銀糸，、F錫糸．平真鋪糸とバラ
エティに'高んでいた。腕あきの縁には平金糸や平銀糸か

使用されているものは少なく，殆どが､Iz錫糸によって製

作された銀側を覆!陥として使川していた。災ﾉ|ﾐ地も|nl様

に平金糸によって製作された金側は少なく，、|え錫糸によっ

て製作された銀柵が多川されていた。また，太刀受の縁

は主に平銀糸や､|え錫糸で製作された銀欄が使川され，平

金糸の金剛は僅かであった。太刀受やl１１１衿,liiI見頃や家

紋部分に刺繍として用いられている金属糸は殆どが撚糸

で，撚金糸，撚銀糸，撚真諭糸，撚錫糸などさまざまな

種麺の金属糸の使用が確認された。

以上のように，陣羽織に用いられている金属糸の詳糸lll

な材質と構造，特徴が明らかとなり，陣羽織には素材や

太さ，構造の違うバラエティに富んだ金属糸が使用され

ていることが明らかとなった。しかし，幾つかの課題も

見出された。それは，⑫バラエティに富んだ金属糸をど

のようなI1的で使い分けたのか，②いくつかの金|,輔糸か

ら検''1されたPbとZnの由来について,G)IIIII羽織のllキ

代変遷や地域差に|腱Ｉする特徴についてである。これらを

解明するため試料数を増やすなど追川l洲査が必要である

と考える。

⑤その他の糸について

試料NO34の人ﾉj受部分の装飾に川いられている糸は，

前述の紙の片伽に金荊や銀"､i,錫"iなどの金属桁を貼り

付けた､|え椚糸とは異なる形状が確認された。これは銀色
の色凋を'!Lした金属の薄い板を細く政断して作られた金

属､|え線を，淡褐色の舟ll1いリボン状のものに挟んだ､|え摘糸

が確認され，それを芯糸にランダムに巻きつけた構造を

していた(IXI8)。

一一一幸、一１9:WＦ

℃

IXI8Ko.31-lの太ﾉ｣受の装飾に川いられている､|¥1'i糸
（/｢:：心糸に巻かれた状態右：平摘糸を解体した状態）

Fig．８T11(,ilatthl-cad(No.3-l-１)LIsedIol-Tachiuke.
( I (､ i . tas latcol .be ingwoLlndaroundthecor()，-aI -n
l･ig１１t:aStatethalgal-ef１u･小-thcl.latthread.)

そこでリ２繩削の糸をそれぞれ解体して蛍光Ｘ線分

析による|:ｲ料'11疋を試みた。その結果，銀色をI1Lした金

属､F線からは主成分としてアルミニウム(Al )が検川

された。つまり，厚みの薄いアルミ製の金属平線を用い

ていることが判|ﾘ1した。また，淡褐色の細いリボン状の

平梢糸からは朧かにCu,Fe,Ca,Sが検出されたが，

その素材について|司定することができなかった。ただし，

我が国でアルミニウムの製錬が始まったのは１９００年代

に入ってからであるため,NO.３４の分析箇所が後補の１１１

能‘|ｿ|;が商いと推察される。

７ ° ま と め

江戸時代の|I巾羽織に使用されている金l,謝糸の材･質およ

び柵造調代を試みた結果，ド'li羽織には平金糸や､|え銀糸，
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表２陣羽織の各部位と金l
Table2Characteristicso readsusedinwoolen〃冗加oγ』

’
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陣羽織の部位 試料点数 金属糸の種類※（）内は試料の数
腕あきの縁 1９ 平金糸(1)、平銀糸(3)、平錫糸(15)
裏生地 1３ 平金糸(3)、平銀糸(1)、平錫糸(9)
立衿 １ 平銀糸(1)
立衿の縁 ４ 平金糸(1)、平錫糸(3)
立衿の金欄と裏生地 ３ 平金糸(1)、平錫糸(2)
太刀受の装飾(刺繍） 1６ 撚金糸(11)、撚銀糸(4)、アルミ製の糸(1)
太刀受の金欄・銀欄 ４ 平金糸(1)、平錫糸(3)
太刀受の縁 1７ 平金糸(2)、平銀糸(7)、平錫糸(8)
背面の刺繍(家紋など） ５ 撚金糸(2)、撚銀糸(2)、撚錫糸(1)
胸衿 2３ 平金糸(7)、平銀糸(2)、平錫糸(12)、平真鐡糸(1)、サンプリングせず(1)
胸衿の縁 ６ 平金糸(3)、平銀糸(1)、平錫糸(2)
胸衿の刺繍 ２ 撚金糸(1)、撚真諭糸(1)
前見頃の刺繍 ４ 撚金糸(1)、撚銀糸(3)
太刀受の飾りボタン １ 平銀糸(１)
前留めの刺繍 １ 撚金糸(1)



MaterialAnalysisofMetalThreadUsedforWoolen
〃"Z)""(Mil itaryCampaignCoats)frornthe
CollectioninlchinomiyaCityMuseum

MiyoYOSHIDA!),YasuhiroHAYAKAWA2),KazuhikolTO3)andNaokoNARUKAWA3)
l)InstituteforSpace-EarthEnvironmentalResearch,NagoyaUniversity,Chikusa,Nagoya464-8602,Japan
2)InternationalResearchlnstituteForCulturalProperties,Tokyo,13-43UenoPark,Taito-ku,TokyollO-8713,

Japan
3)IchinomiyaCityMuseum,2390Myokoji,Yamato-cho,Ichinomiyacity,Aich491-0922,Japan

Inth isstudy , theproduct iontechniquesandmater ia lsofmeta l threadsusedforwoolen

ﾉ伽ba07i(mi l i tarycampaigncoats) intheEdoper iodfromthecol lect ionof lch inomiyaCity

MuseuminJapanwereinvestigated.Thestructureofthemetalthreadswasinvestigatedbydigi-

talmicroscopy,andX-rayfluorescenceelementalanalysiswasalsoperformed.Wefoundthatflat

andtwistedmetalthreadswereusedfordecorationon〃"伽o".Theflatthreadswereformedby

past ingmeta l fo i lontoones ideofasheetofpaperandthencutt ing i t in toth inp ieces .The

twistedmetalthreadswereproducedbycoilingflatmetalthreadsaroundacorethread.Mostof

thegold-tonemetalthreadswereproducedfromgold.Elementalanalysisofthegoldfoilshowed

thatgo ldwasthemaincomponent ,andsmal lamountsofs i l verandcopperwerepresent .

However,someofthegold-tonetwistedandflatthreadsweremadefrombrassfoil .Therewere

alsoflatandtwistedsilver,gray-black,andgray-brownthreads,whichwereproducedfromsilver

fo i lort info i lpastedontoones ideofasheetofpaper .Thetwistedmeta l threadswereused

main ly intheembro idery ,andtheflatmeta l threadswereused inthebrocade(G i "m") .Th is

studyrevealedtheadvancedmaterialsandtechniquesofmetalthreadsusedfor〃"加0γmroduc-

tion.Inaddition,variousmetalthreadswereusedfor〃"伽oriproduction.
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